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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月10日(2016.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応容器中で触媒の存在下でホルムアルデヒドを重合させる工程を含んでなる、官能化
されたポリオキシメチレンブロックコポリマーの製造方法であって、
　ホルムアルデヒドの重合を、少なくとも２個のZerewitinoff活性水素原子を有するスタ
ーター化合物の存在下でさらに行い、数平均分子量＜4500g/molである中間体を得、
　得られた中間体を環状カルボン酸または炭酸エステルと反応させ、官能化されたポリオ
キシメチレンブロックコポリマーを得る、方法。
【請求項２】
　前記触媒が、塩基性触媒および／またはルイス酸触媒の群から選択される、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法により得られる、官能化されたポリオキシメチレンブロ
ックコポリマー。
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